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要　　　旨
システム監査人のキャリアデザインと人材育成について多くの課題が山積して
いる。本稿では，システム監査人のスキルや人材育成について述べた後，システ
ム監査スキルを持つ人材が実際にどのように当該スキルを身につけたのかを事例
を中心に述べている。
Abstract
I recognize that many problems exist about career design and human resource
management in System Auditor.  I have investigated some system auditors’ career
design until now.  They have the skill of a system audit in their work.  However,
there are many those who have the skill of a system audit also except the system
auditor.  In this paper, I describe their career designs and resource managemant.
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はじめに
日本国内に情報システム監査（システム監査，System Audit）が本格的に導入さ
れ，普及するようになって40年が経過した。IT が社会におけるインフラとしての役
割を持つようになり，それが利用できないことによる損失が社会的なリスクとなって
いる。特に，2011年３月11日に発生した東日本大震災においては，IT を含めた通信
インフラの不通や，地震津波等による地方公共団体のデータ損失，民間企業や医療機
関での IT 機器・データ損失といったいわゆる情報資産の損失が，社会全体に多大な
影響をもたらすこととなった。このような IT に依存した社会構造をもつ日本国内に
おいては，特に IT が適切に利用できる IT ガバナンスの維持が重要であり，その IT
ガバナンスの状態を確認するシステム監査の重要性が高まっているはずである。
しかしながら，システム監査とシステム監査人（System Auditor）を取り巻く環境
は改善されていない。米国 SOX および日本のいわゆる J-SOX の影響で，多くの企業
は IT 統制への関心を一時的に強めたにも関わらず，その後の長引く不況の影響で直
接的な利益を生まない監査部門等への人的・金銭的配分を減らす傾向にある。特に，
外部監査を主な業務としていた監査法人の多くは，一時的に増やした監査人（特に
IT の監査人）をリストラ等で減らす動きが加速している。一方で，スマートフォン
やタブレット型端末等のモバイル機器の積極的な活用，クラウドコンピューティング
の普及など技術進化による IT 環境の多様化やそれに伴うリスクの増大により，監査
そのものは以前よりも難しくなっている。したがって，監査を実際に行うシステム監
査人の負担は増大し，人材育成そのものも難しくなっているのが現状である。
日本におけるシステム監査の起源は鳥居［2008］によって詳細にまとめられている
が，それを本稿では創世期（1960年代），萌芽期（1970年代），勃興期（1980年代）と
区分して１用いることにする。勃興期において，日本国内ではシステム監査人を IT
技術者の一環として育成するよう方向づけられた。その中で，現状のシステム監査人
のあり方と今後の人材育成について下記のような問題点が指摘されている。
●内部監査部門がない企業の存在
●システム監査の専門家を企業内で育て難い（仕組みがない）。
●経営者に監査の必要性を認識させられるような監査をする。
●大学や専門学校でシステム監査人を育てる講座を設置すべき。
●監査実務ができる事例研究を中心とした教育コースの設置が必要。
●IT 業界はシステム監査人を育てるべき。
勃興期から25年を経てこれらの課題の大半は解決されておらず特に，人材育成とい
う視点から充分な対応策が取られていない。システム監査人の人材育成については，
吉田［2009］および花田［2010］１でも組織的な人材育成体制の不備が指摘されている。
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特に内部監査を中心とした立場のシステム監査人については社内的な研修制度はほと
んど用意されておらず，OJT 中心で実施され，個々人が業界団体が提供する勉強会
へ参加することで保たれている状況にある。人材育成の失敗は，システム監査の継続
可能性をあやうくし衰退につながる。本来行われなければならない企業経営にとって
有益なシステム監査が実施されないことは，IT ガバナンスの維持を難しくし，企業
にとっての IT リスクへの対応を難しくする可能性が高い。
それ故に，システム監査人の人材育成を適切に進めていくことは，システム監査の
継続可能性の上でも喫緊の課題であるといえる。そして，人材育成は単に教育制度を
整えて人員を増やすという短絡的な手法を用いるだけでは成功しない。能力ある人員
を増やすと共に，その人材が将来にわたって充分にスキルを発揮し，そのスキルによ
って IT ガバナンスに貢献できるような状況が前提となる。そのためには，システム
監査人の人材育成を彼ら彼女ら自身のキャリアデザインの視点から検討し直し，監査
人自らがシステム監査人としての自身のキャリアを意味づけしていくことが求められ
る。ここで，キャリアデザインとは山口［2008］に基づき“人生や仕事の意識化”と
定義づける３。システム監査という仕事がそれぞれのワークキャリアにとってどの様
な存在であるのか，それを意識化することが，本稿で論ずる“システム監査人のキャ
リアデザイン”である。
花田［2010］１および花田［2010］２では，システム監査人のキャリアデザインについ
て主なキャリアパスや事例などを含めた検討を実施した。その中で，システム監査人
のキャリアデザインが IT 技術者の一環として取り扱われているものの，それが実際
の監査人キャリアの現状には必ずしも適さないことがわかった。また，システム監査
人そのものは上述の通り人数が増えているわけではなく，今後も大幅な増員が出来る
見込みも低い。システム監査人を専業としていない人材でもシステム監査のスキルや
それに伴うキャリアを有効に用いて活躍している人材も多い。したがって，システム
監査人のキャリアデザインを，システム監査を専業としている人材のキャリアデザイ
ンと限定的に用いるのは彼らの望ましいキャリアをデザインできない可能性がある。
そこで，本稿ではシステム監査を専業としていない人材で，かつ当該スキルを保有
しキャリア形成に役立ている人物に対し，彼らのキャリアデザインを調査した。それ
により，システム監査人のキャリアデザインを多角的に考察していくことにする。
１．システム監査人のキャリアデザインにおける問題点
1.1 システム監査人に求められるスキル
システム監査業務を専業とするシステム監査人は国内の産業育成政策の一環とし
て IT 技術者の一類型とされているものの，他の IT 技術者と同様に IT 部門に属して
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いるとは限らない。大企業等では一社あたり約４名程度のシステム監査人が内部監査
部門に在籍していることが多い。一方，外部監査を中心としたシステム監査人の多く
は，監査法人やコンサルティング企業で，システム監査専属部署に所属している。い
ずれにしても他の IT 技術者とは所属環境が異なる。
システム監査人の職務内容は法律によって定められているわけではないが，国内で
は経済産業省が定めたシステム監査基準によって求められるスキルが認知されている
（図表１参照）。一職業人としては求められるスキルが多岐に渡っていることが理解で
きよう４。それがそれぞれのキャリアパスを固定化し，また人材育成を困難なものに
している。
図表１におけるスキルを元にシステム監査人を一から育て上げるための教育訓練プ
ログラムを設置している組織はほとんど存在していない。したがって，その育成には
いくつかのプロセスに分かれて実施されている。
第一に，（a）IT 技術者に求められるスキルは，一般的な IT 技術者の育成と同様の
方法で実施されている。現在は，大学等の高等教育機関でも IT 技術者の育成は以前
よりは進められているものの，基本的には IT 技術者は社内において業務経験と研修
制度を組み合わせながら育成されることが多い。これを IT 技術者の人材育成伝統的
モデルと名付けている（図表２参照）。多くのシステム監査人は，図表２の方法によ
って（a）IT 技術者としてのスキルをみにつけている。最近では，社内での人材育成
制度が機能せず，正式な研修制度を置かない企業もあるため，そのような企業内の
シ
ス
テ
ム
監
査
人
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル 
（a）IT技術者に求 
められるスキル 
（a-1）IT技術に 
関する専門的知 
識／能力 
（b-1）システム監査の知識 
コンピュー タ科学に対する基礎知識／能力 
コンピュー タシステムに対する知識／能力 
システム開発・システム運用の知識／能力 
ネットワ クー・デ ターベ スーの知識／能力 
セキュリティ・標準化の知識／能力 
業務における特有の知識 
情報化や経営に対する知識 
コミュニケ シーョン・プレゼンテ シーョン能力 
マネジメント能力 
文書作成・文書管理能力 
問題発見・問題解決能力 
（b-2）システム監査の実施能力 
（b-3）監査実施にあたっての関連知識 
（a-2）業務に対 
する知識 
（a-3）ビジネス 
スキル 
（b）監査に関連し 
たスキル 
図表１：システム監査人に求められるスキルの一覧
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IT 技術者は情報処理技術者試験等の公的資格の勉強や社会人大学・大学院，専修学
校等の講座などを通じてスキルを身につける場合もある。この場合も，IT 技術者の
能力は下流工程に必要なスキルから上流工程に必要なスキルへとレベル別に分けられ
ており，そのレベルに応じて技能を身につける仕組みが整えられている。なお，シス
テム監査人の多くが保有している情報処理技術者試験のシステム監査技術者は上流工
程であるレベル４以上の資格と設定されている。
第二に，（b）監査に関連したスキルについては内部監査を中心としたシステム監
査を実施し一般企業の内部監査部門に所属するシステム監査人（内部監査系システム
監査人）と外部監査を中心とし監査法人等に所属するシステム監査人（外部監査系シ
ステム監査人）では異なっている。前者の場合，監査スキルを身につけるための研修
制度などは用意されていないことが多い。したがって，多くの内部監査系システム監
査人は関連資格５の取得を通じて（b-1）および（b-3）を身につけ，実際のシステム
監査の遂行を OJT で学ぶことによって（b-2）を身につけている。特に，OJT は IT
技術者の育成にも使われる典型的な方法であるが，システム監査人の育成においては
教える側と教わる側の人数が少ないため師弟関係のような形態で進められることも多
い。後者の外部監査系システム監査人の育成では，（b）に関する社内の教育研修制
度は整えられており，（b-1）や（b-3）について社内研修を通じてスキルを身につけ
ることが可能である。ただし，その場合でも関連資格の取得を勧める事が多い。それ
は，研修と内容が重複しておりその後の職務遂行に有利なためである。外部監査系シ
ステム監査人においても（b-2）に関しては多くのところで OJT を中心とした育成方
図表２：IT 技術者の人材育成伝統的モデル（花田［2008］による）
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法が採用されている。やはりここでも内部監査系システム監査人ほどではないが人数
的な背景もあり，師弟関係のような関係における教育が行われがちである。
上記のようなスキルと人材育成が実施されているものの，システム監査人は最初か
らその職業につくことを目的にする人材はほぼ皆無であり，多くの場合は何らかのキ
ャリアパスを経て当該職業についている。そのため，特に（a）IT 技術者としての必
要なスキルについてはすでに身に付いている状況下でシステム監査人になることが多
く，仮にそうではない人物がシステム監査人になった場合はそれを身につけることが
困難である。また，（b）の監査スキルについても特に実務能力については師弟関係
のような少人数制度の中で伝承的に継承されていくことが多く，体系的な形で人材育
成が行われていない。したがって，実際に遂行されている監査（特に監査の範囲や監
査手続の方法など）が本来遂行しなければならない監査ではなく，その人物が教わっ
た監査や遂行することが可能な監査に限定されるおそれもあり，そのことが被監査部
門の監査に対する満足感の低下につながる背景ともなっている。
1.2 システム監査人の世代別分類
ここで，システム監査人がどのように形成されてきたのかを世代別に分類する。花
田［2010］２では，国内におけるシステム監査人の世代をおおよそ三つに分類し，現在
の国内におけるシステム監査の枠組みを形成しているのは第２世代が，実際の監査実
務を主として担っているのは第3世代が中心としてきた。しかしながら，2008年のい
わゆる J-SOX の前後より第3世代よりも新しい第4世代が登場してきている。そこで，
これを踏まえた上で4つに分類したものが図表３である。
創世期のころよりシステム監査の実務を経験し，勃興期以降に 
形成される国内のシステム監査制度・システム監査人の養成制 
度等を形成した世代。 
第１世代 
第２世代 
第３世代 
第４世代 
1970年代 
～
1980年代 
後半～
1990年代 
後半～
2006年 
以降～
第１世代に直接師事し，主にOJTを中心として実務現場にて教育 
・薫陶を受け，その後の監査実務において中心となっている世代。 
第1世代が大学・大学院等の専門機関でシステム監査関連教育を施し 
た世代。もしくは，第2世代に師事し主にOJTを中心として実務現場にて 
教育・薫陶を受け，その後の監査実務の現場主体となっている世代。 
第２世代が大学・大学院等の専門機関でシステム監査関連教育を施し 
た世代。もしくは，第３世代に師事し主にOJTを中心として実務現場にて 
教育・薫陶を受け，その後の監査実務の現場主体となっている世代 
図表３：システム監査人の世代別分類
システム監査人ではない人材におけるシステム監査スキルとキャリアデザインに関する考察
43
世代別分類からも明らかなように，人材育成が OJT を中心とした形で継承される
という形態で行われており，現世代が次世代を育てている。第３世代や第４世代は，
大学・大学院等の専門機関でシステム監査関連教育をうけている人材も存在している
が，そもそも教えられる人材の数が非常に少なく，設置される講座・科目等の数にも
限りがあるため，このような形で育てられている人材は非常に少ない。前述の勃興期
の課題としてあげられている“大学や専門学校でシステム監査人を育てる講座を設置
すべき”という提言に大学や大学院等は答えられていないのが現状である。
1.3 キャリアにおける３つの課題
花田［2010］２では，システム監査人のキャリアデザインとして下記の３つの課題を
あげている。
（A）システム監査人になるチャンス（門戸）の狭さ
（B）システム監査人の人材育成状況の拡充
（C）システム監査人のキャリアパスの整備
一般的に，キャリアデザインの類型として４つのキャリアデザインがある。人生を
企業戦略同様に計画的に設計する“目標逆算型キャリアデザイン”，予期していない
偶然の出来事に積極的に対応する“偶然活用型キャリアデザイン”，節目はデザイン
し他の時期はドリフトする“節目重視型キャリアデザイン”，創造価値・体験価値・
態度価値をみいだす“意味発見型キャリアデザイン”の４つである６。それぞれのキ
ャリアデザインは，どれか一つのみを遂行するのではなく複数選択して遂行される事
が多い。
内部監査系システム監査人，外部監査系システム監査人のいずれもシステム監査人
の多くは“結果としてのシステム監査人”であり，キャリアパスの途中で偶然システ
ム監査という職業と出会っている。資格制度としてシステム監査技術者や CISA など
を受験し合格したとしても社内でシステム監査人としてすぐに従事できるわけでもな
く，監査法人や IT 企業等でシステム監査人を募集するケースも非常に稀である。そ
のため，システム監査人として従事する人材は自身のキャリアパスを明確に描くのは
難しく，目標逆算型キャリアデザインによるキャリア形成は非常に難しい。
加えて，人材育成制度が充実していないためシステム監査人の育成が大変難しいこ
とが，システム監査人のキャリアパスを描きにくいものにしている。一般的にキャリ
アはロールモデルとよばれる自身のキャリアに近い人材のキャリアパスをトレースし
ながら形成される事が多い。そもそもロールモデルが社内外に少なく７，育成された
としてもその後のキャリアパスが見えない状況では，システム監査人のキャリアにど
の様な意味づけを行うのかがわからなくなる可能性もある。内的キャリアが充実しな
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い中で外的キャリアを形成することは難しいため，結果的にシステム監査人が充分に
育成されず，企業にとっても有益な監査が実施されない危険性もありうる。
このような点から，システム監査人のキャリアデザインを検討する際にそのキャリ
アパスの多様性をどのように求めるかという点がとても重要となってくる。本稿では，
システム監査人がシステム監査人として実際の監査業務を遂行するだけではなく，そ
れ以外の業務に従事している人材の事例を含めて，キャリアパスをどのように多様化
していくべきなのか，それに必要な人材育成制度のあり方について論ずる。
２．システム監査に関係する人材のキャリア～事例を中心に
システム監査人のキャリアパスの多様化を検討するために，システム監査に求めら
れるスキルを保有し，それに関係した人材の位置づけとキャリア事例を中心に述べ
る。
2.1 システム監査人とシステム監査人以外の人材との関係
日本国内では，システム監査人はその成り立ちから IT 技術者の一環として取り扱
われ育成されるケースが多い。例えば，図表２で示されている IT 技術者の人材育成
モデルにおいては，システム監査人は上流工程の独立系として位置づけられていた。
しかし，システム監査人は IT 部門のみに必ずしも属しているわけではない。前述の
通り内部監査部門や経理部門などに属している場合もある。外部監査としては，シス
テム監査人は会計監査人自身や会計監査人と一緒に監査法人に属して監査を実施する
場合も多い８。また，最近では情報セキュリティの視点から情報セキュリティ監査が
実施されることも増えてきたが，この場合は情報セキュリティ人材としてシステム監
査に関与する場合もある。J-SOX 対応などにおける IT 統制の整備に関しては多くの
企業がコンサルティング企業を利用したが，このような場面でシステム監査人のスキ
ルはとても重要視された。内部監査部門に属してこれまで内部監査を実施してきた人
材にとっても J-SOX における IT 統制の影響からこれらのスキルが求められた。した
がって，システム監査人は専門職として限定されるわけではなく，そのスキルをもと
にいろんな職種に結びついているといえよう。これらの関係を示したものが，図表４９
である。図表４からもシステム監査人が職業遂行の上で関与する職種は多様であり，
単なる IT 技術者における専門職の一環として存在しているわけではないことが分か
る。システム監査人のキャリアデザインを検討する上で，これらの関連する職種にお
いてキャリアはどのように位置づけられているのかを検討することは重要である。
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2.2 IT 技術者におけるシステム監査スキルとキャリア
IT 技術者の人材育成については図表２で伝統的育成モデルを示した。これは，IT
技術者が現在のような広範な職種として位置づけられる以前のものである。システム
監査人を含めた広義の IT 技術者のキャリアデザインの現代的モデルを図表５で示す。
前述のとおり，日本国内においてシステム監査人は IT 技術者の一環として位置づ
けられ，いわゆる上流工程を経験した人材がつく専門職として取り扱われていること
が多い。IT 技術者のスキルとキャリアパスについて整備した IT スキル標準（ITSS）
においても，システム監査技術者は CIO やプロジェクトマネージャ，IT コンサルな
どと同様に高度なスキルと業務経験が必要とされている。
図表４：システム監査人のスキルが職業的に関与する主な範囲
図表５：IT技術者におけるキャリアデザインの現代的モデル（花田［2008］による）
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花田［2010］２では，システム監査人のキャリアパスを内部監査系／外部監査系シス
テム監査人に分類してとりまとめているが，ここでもキャリアパスの最初が IT 技術
者であることが多い（図表６参照）。内部監査系／外部監査系のいずれのシステム監
査人も，図表１で示したシステム監査人に求められるスキルのうち（a）の IT 技術
者に求められるスキルのほとんどはシステム監査人になる前の IT 技術者のうちに習
得している。ただ，図表２の伝統的育成モデルが中心の IT 技術者の中で30代前半の
若いうちに上流工程を体験することは難しい。花田［2010］１や花田［2010］２で取り上
げた事例のＡ氏，Ｅ氏，Ｆ氏のように，30代から40代でシステム監査人になっている
IT 技術者の多くは，プログラマとして実際のシステム開発の根幹に直接携わるので
はなく，いわゆるシステムエンジニアや IT コンサル，調達業務などを通じて IT 技
術者としてのスキルを身につけている。開発手法においてウォータフォールモデルが
採用されることが以前よりは減少したとはいえ，小規模な案件や下流工程のみの開発
経験でシステムの全体像を俯瞰し業務内容を把握することは困難である。したがって，
比較的若いうちから上流工程を体験し IT による業務の全体像を俯瞰できる立場を経
験している人材は，システム監査人に必要なスキルをより身につけられやすいといえ
よう。一方で，（b）の監査スキルについては，前述のとおり内部監査系システム監
査人は自社内でそれを育成するための制度が整えられていないため，ほとんどは社外
で実施される資格試験の取得やそれに伴う継続教育・勉強会や研修会などを通じて習
得している。外部監査系システム監査人は，監査法人など自社内にシステム監査に関
連したスキルを習得できる研修制度が用意されており，資格試験の取得も積極的に行
われている。社外で実施される勉強会や研修会等への参加も業務の一環として扱われ
る事が多いため，スキルを身につけられやすい環境が整えられているといえる。
図表６：IT技術者からシステム監査人へのキャリアパスの例（花田［2010］より作成）
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2.3 ユーザ部門におけるシステム監査スキルとキャリア
図表４で示したユーザ部門とシステム監査人の関係としては，経理部門出身者から
システム監査人になるというキャリアパスが代表例としてあげられる（図表７参照）。
システム監査は当初財務諸表監査とともに実施されることが多く，財務諸表監査に被
監査部門として携わる経理部門からシステム監査人になるというキャリアパスはシス
テム監査の勃興期には一般的であった。経理部門は企業経営の中で最も早い段階から
IT 化が進められたことも背景にある。
花田［2010］１の中では内部監査系システム監査人のＣ氏が当該キャリアパスに該当
する。Ｃ氏は，経理部門で EUC や EUD などの業務を経たのちに，システム開発プ
ロジェクトのリスク管理などを経験し，現在は別の企業で開発プロジェクトの PM
になっている。IT 技術者の多くが所属する情報システム部門には所属したことはな
いものの，結果的に IT 技術者としてのスキルを業務経験の中で身につけている。ま
た，監査スキルについては自身の自己啓発を目的とした資格取得や継続教育・勉強会
頭への参加に加え，偶然にもオペレーショナルリスクのリスク管理業務を任されたこ
とに伴い習得する結果となった。現職の PM は，被監査部門の立場であるがシステ
ム監査スキルを保有していることで監査人とのコミュニケーションを良好なものと
し，監査そのものの質の向上を達成できている。Ｃ氏にとってシステム監査スキルを
身につけたことは，自身が経理部門に所属しながらも IT 技術者と同様の立場である
ことをキャリアデザインの中で再認識することを可能にしている。Ｃ氏は，自身のキ
ャリアのコンピテンシーを“IT 技術者であること”と定めており，それはシステム
監査スキルが現在の PM という職種の遂行に貢献しているからであるといえよう。
システム監査人になるのが50歳代であった勃興期の頃の図表７のような経理部門か
らのキャリアパスでは，監査人になった後のキャリアを想定していない。しかしなが
図表７：経理部門からシステム監査人へのキャリアパスの例（花田［2010］１より作成）
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ら，Ｃ氏のようなキャリアパスで経理部門をはじめとしたユーザ部門において IT 技
術者と同様のスキルを身につけ，また何らかの形で監査スキルを保有することができ
れば，システム監査人自身のキャリアパスの多様化にも結びつくと考えられる。
2.4 システム監査以外の監査人におけるシステム監査スキルとキャリア
本来，システム監査はそれ自体が単独のものとして扱われるよりは，企業における
IT に係る部分の監査業務として位置づけられるのが妥当である。したがって，企業
経営において IT が当たり前のように用いられるようになった現代においては，企業
における様々な監査に従事する人材の多くはシステム監査スキルを保有していないと
監査業務が成立しないはずである。しかし，実際の監査業務に従事する要員の多くは，
システム監査スキルを十分に保有しているとは言えない。その主な要因としては監査
人のワークキャリアにおけるシステム監査人の位置づけは大きいものではなく，特に
外部監査を中心とした監査を提供する監査法人等では，システム監査はシステム監査
部門に分業化していることなどに起因する。これは，内部監査部門におけるシステム
監査の実施においても同様である。しかし，図表４で示したとおり会計監査や内部監
査等においてもシステム監査人は関与するため，会計監査や内部監査を遂行している
人材のキャリアデザインの中でシステム監査スキルに関する検討を行うことは必要な
ことである。そこで，特に公認会計士資格を保有し会計監査を中心とした監査を実施
している人材と，内部監査部門に所属し内部監査を実施している人材のキャリアを事
例として新たに示し，それぞれの監査人におけるシステム監査スキルとキャリアの関
係性を論ずる。
（1）会計監査人（公認会計士資格所有者）の場合
会計監査は法定監査でもあり，その監査に従事するものには公認会計士資格が求め
られている。また，多くの会計監査人は監査法人や公認会計士事務所等に所属し，監
査業務に従事している。公認会計士資格を保有している会計監査人からシステム監査
人になったキャリアパスの事例としては花田［2010］２でＤ氏の事例が取り上げられて
いる。Ｄ氏を中心とした公認会計士資格保有者からのキャリアパスを図表８で示す。
Ｄ氏は公認会計士となった後にシステム監査人となり，その後情報セキュリティを
中心としたコンサルティング業務を経た後，監査法人内のリスクマネジメント系コン
サルティング部署を子会社化し，現在その経営者となっている人物である。一般的に，
公認会計士の多くは後述のＧ氏・Ｈ氏のように監査業務を中心としたワークキャリア
を形成する傾向が強い。Ｄ氏のように監査業務に依拠しないワークキャリアを形成す
るのは稀であるといえる。
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会計監査人としてワークキャリアを開始し，システム監査スキルをもちシステム監
査も監査業務の一環として実施している人物の事例として，Ｇ氏（60代前半・女性・
現在はコンサルティング企業所属）およびＨ氏（30代前半・女性・現在は会計事務所
運営）をとりあげる。Ｇ氏の詳細な経歴はご本人の希望により記載しない。Ｈ氏のキ
ャリアに関する基本情報は図表９にて示す。Ｇ氏・Ｈ氏いずれも，大学は経済系学部
を卒業し会計士資格を取得し10，大手監査法人にて財務諸表監査を中心とした監査業
務経験がある。加えて IT にかかる監査業務も経験している。特にＧ氏は会計士の中
でも IT に関する監査について自身の豊富な業務経験や知識を様々な場を通じてノウ
ハウとして広く提供している。多くの会計士とは異なり，Ｇ氏は会計士であるからこ
そ IT をやらねばならないと強く自覚し11，研修やシステム監査技術者資格の勉強等
を通じてスキルを身につけ，海外の監査などを通じてシステム監査の実務経験を積ん
だ。特に，監査人の立場からは当該システムのコントロールが適切であるかどうかを
把握することが重要であり，そのためにはプロセスを追いかけられることが求められ
る。昨今のシステム監査の多くがチェックリストを用いてそれに基づいた監査を実施
する傾向にあるが，そういった点については強く警鐘をならしている。監査が役立つ
と相手に思われなければ意味が無いとＧ氏は指摘しているが，それはまさしく本稿で
も強く主張していることである。Ｇ氏は業務経験を通じて経験知を集約していく形で
システム監査のスキルを身につけているが，その内容はとても体系的であり理論的で
もある。Ｇ氏自身はその理由を師事した先生が理論的であったとしているものの，そ
れだけではなく自身が経験知を集約し学会等の場などを通じて伝達していく活動を通
じて，理論化・体系化を進めていった結果であるといえよう。
図表８：公認会計士資格保有者からシステム監査人へのキャリアパスの例
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Ｈ氏12もＤ氏やＧ氏と同様に公認会計士資格を保有し，監査法人での一般の監査業
務の経験を持つ。大手監査法人は当時から３Ｋ的職場という噂が流れるため通常は女
性から敬遠されがちだが，Ｈ氏はそういう職場のほうが早く全体像を把握することが
できるのではないかと考えて就職先を決めたという。Ｈ氏のキャリア選択は大変合理
的であり，与えられた選択肢のなかで最も有効性が高く効率性が高いものを選択する。
しかし，前述の目標逆算型キャリアデザインというわけではなく，置かれた環境を受
容した上で最も合理的な選択肢を選ぶというスタンスである。
Ｈ氏は，監査法人内の国内部門に所属して主に会計監査に従事している。当初はク
ライアントの業種はばらばらであったが，金融系などのようなサービスラインで分け
られるようになった。なお，このサービスラインで分けられる形での監査業務の遂行
は監査人の人材育成という点においては良い方策ではないとＨ氏は指摘している。例
えば金融系のような特殊な業務に従事することで専門性を磨くという考え方もある
が，スタッフレベルの人材育成においてはまずは普遍的なモノの流れをプロセスとし
て把握させリスク感覚を習得することが必要である。これは，Ｇ氏の指摘とも共通し，
システム監査人の人材育成においても同様であろう。
国内部門の会計監査を数年経験した後に，Ｈ氏は社内公募によってリスクマネジメ
ント系サービス提供部門へ異動している。米国 SOX の影響もあり，もともとはシス
テム系の人材が中心だった同部門に，コンサルティング部門の人材や会計士を増やす
ようになった。当該部署ではシステムレビューを中心とした業務やコンサル業務を実
施している。大手監査法人等では，システム監査自体はシステム監査部門に属するシ
ステム監査人が専属で実施するように分業化されているが，Ｈ氏はここではシステム
監査人と一緒に業務に当たることが多かったという。実際の作業はチェックリストを
埋めるような形がほとんどであったものの，Ｈ氏はそれまで培ってきた監査スキルに
よって，会計監査の従事者とシステム監査の従事者の通訳ができるようになったとい
う。会計監査上におけるシステム監査は，一般的なシステム監査と同一の目的で実施
されるとは限らない。会計監査人もシステム監査人もその両者の違いと自分自身の立
場が俯瞰できていない事が多い。システム監査人の人材育成という視点において，こ
の翻訳者としての役割を担うことは求められており十分に検討する必要性がある。
Ｈ氏はその後，大手金融機関の監査部に転職する。監査法人はグローバルな組織が
多く，そういう側面でのスキルやコンサルとしてのアピール力など様々な面を評価さ
れ，転職を決めたとのことである。転職先の金融機関は米国 SOX 対応も進められて
いたので，会計士資格を持つ人材の採用に積極的であった。しかし，所属先の業務の
仕方等が内部統制の視点から見てもあまり有益な作業ではなく，監査法人でのキャリ
アを活かせるような職務内容ではなかったことに加え，人事評価の側面でもキャリア
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への評価がなかったことなど，様々なストレスが重なり，体調をくずすようになった。
結果として，１年で当該企業を退職している。
大手金融機関を退職後，結果としてフリーランスの形で会計監査やコンサルティン
グ業務に従事するようになり，現在のキャリアに至っている。ただし，独立当初は J-
SOX の影響もありそれなりに仕事はあったものの，最近は仕事の数が大幅に減少し
ているとのことである。したがって，今後のワークキャリアとしてどこかの組織体へ
属する形も検討しているとのことである。
会計監査人の場合は，監査スキルを身につけやすく職業的にも認知されている一方，
IT に関する統制の理解が難しくまたキャリアパスにおいても本流ではないという位
置付けが強い。しかしながら，現状での IT リスク状況を考慮すれば，監査スキルを
持つ会計監査人が IT スキルを適切に保有していくことが強く求められる。また，こ
れらの IT の監査スキルを持った会計監査人が一般企業の中で活躍できるキャリアパ
スも定着していくことが望ましい。
（2）内部監査人の場合
内部監査部門に属しているシステム監査人の多くが前述の図表６のケースにあては
まる中で，これに該当しない事例がＩ氏である。Ｉ氏のような内部監査部門から IT
の監査人となるケース（図表10参照）は多くはないが，J-SOX の対応等でＩ氏のよう
な第３世代～第４世代に見られる。Ｉ氏のキャリアに関する基本情報は図表11で示
す。
Ｉ氏の場合は，営業職それも IT とは直接関係しない職種から，情報システム部門
女性／30代前半
神奈川県／神奈川県
私立大学 経済学部
公認会計士（公認会計士事務所運営）
監査業務，コンサルティング業務，税務業務等
自己都合：２回
公認会計士（大学在学中取得），税理士
加入していない
［10年間］＜就職＞監査法人（会計監査業務，システム監査系 
業務，コンサルティング業務）
［１年間］＜転職＞大手銀行監査部門（US-SOX・J-SOX関連 
業務等）
［３年～］＜転職（独立）＞会計監査業務，コンサルティング 
業務，税務業務等 
性別／年齢 
出身地／現在地 
最終学歴の区分 
現在の肩書 
現在の主な職務 
転職経験の有無 
主な関連保有資格 
ISACAへの加入時期 
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図表９：Ｈ氏（30代女性）のキャリアに関する基本情報
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でのシスアドを経験し，J-SOX 対応部署への異動によって監査の職種に従事すること
になる。内部監査部門の経験者の多くが営業部門の出身であることが多いのは，監査
白書等でも明らかではあるものの，Ｉ氏のケースとは少し異なる。外的ワークキャリ
アの経路は違うものの，ワークキャリアの状態からは，先に述べたＣ氏のケースに近
い。Ｃ氏は，経理部門の EUD 経験を通じて IT スキルを身につけている。Ｉ氏も営
業時代にグループウェア等のプログラミングや DB の研修や作業経験を経たことが，
IT スキルを習得しようという動機に結び付いている。Ｉ氏は，情報システム部門へ
の異動も視野に，情報処理技術者試験を受け，その資格保有を元に異動を達成させて
いる。一般に IT 技術者は，35歳定年説など若年時に技術を習得させることが多いの
に対し，Ｉ氏は35歳以降にシスアドになるという特異なキャリアを形成している。
Ｉ氏のキャリア形成で特徴的なのは，資格取得を自身のキャリア開発に有効に利用
している点にある。特に，初級シスアドや TOEIC は，自身にとって目標とすべきキ
ャリアに到達するために利用され，積極的に取得している。その結果，IT スキルや
語学スキルなど現在の職務において必要なものとなり，自身のワークキャリアをより
充実させることにつながっている。特に AU 資格はこれを保有していたことにより J-
SOX 対応部門への異動につながっている。一般に本研究で事例としてとり上げた人
物の多くがいわゆる難関とされる資格の取得を積極的に行っているが，Ｉ氏の資格取
得の仕方は，特に自身のキャリア形成に資格を上手く活かすという点で，教科書的事
例であるといえる。システム監査人のキャリアデザインにおいて，目標型キャリアデ
ザインはそぐわないと筆者は考えているが，資格試験をこの目標（特にスキル習得の
目標）として用いることによって，自身のチャンスフォークの幅を広げていくことは
可能である。Ｉ氏の場合は，ワークキャリアのみならず，ライフキャリアの面におい
て，特に内的キャリアにおいても資格取得が必要であった。結果として，これが現状
での業務につながることになる。
先のＣ氏もユーザ部門で経理業務の IT 化担当であった。Ｉ氏は長年営業職を経験
したことにより，Ｃ氏同様に業務フローを俯瞰することができている。これは，Ｇ氏
も指摘しているように，IT の監査で特にプロセスをきちんと把握できるかが監査ス
キル，特に IT に係る統制の中で求められる。この点について，営業職とその後のシ
スアド経験が有効であったとしている。これらは，人材育成において体系的に学ばせ
るべき要素と，実体験として経験すべき要素のバランスという点でも今後検討してい
く必要がある。
一方でＩ氏も，他の人材同様に今後のキャリア形成についてはかなり苦脳している。
多様なキャリアパスが用意されていないことの弊害であろう。
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2.5 ITコンサル・セキュリティコンサルにおけるシステム監査スキルとキャリア
IT を含めた情報システム全般の導入や運用等において，コンサルティングを実施
する IT コンサルは広義の IT 人材の一種である。したがって2.2節であげた IT 技術者
と共通することは多いものの，IT 部門での所属以外に営業や経営・企画等に所属し
たり，独立したりすることも多く，一般的な IT 技術者とはスキルやキャリアパスの
図表10：内部監査人からシステム監査人へのキャリアパスの例
男性／40代後半
大阪府／静岡県
私立大学 法学部
国内機器メーカー（自動車・IT系・電機系以外）監査部門　担 
当課長
内部監査におけるシステム監査分野担当（子会社・関連会社・ 
海外子会社等を含めた監査担当）
自己都合：１回
CIA，中小企業診断士，BATIC（AMクラス），情報処理技術者 
試験（セキュアド・初級シスアド・AU）
2012年 
［3.7年間］＜就職＞国内大手電機メーカー営業
［10年間］＜転職＞国内機器メーカー営業（うち，勤務地の変 
更あり）
［3.5年間］＜異動＞国内機器メーカー情報システム部門
［２年間］＜異動＞国内機器メーカーのJ-SOX対策事務局（所 
属は変更なし，勤務地のみ異動）
［3年間］＜異動＞国内機器メーカーの監査部門
性別／年齢 
出身地／現在地 
最終学歴の区分 
現在の肩書 
現在の主な職務 
転職経験の有無 
主な関連保有資格 
ISACAへの加入時期 
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図表11：Ｉ氏（40代男性）のキャリアに関する基本情報
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面で相違がみられる。また，セキュリティコンサルも同様に広義のIT技術者ではあ
るものの，一般的な IT 技術者とはかなり相違がある。両者のキャリアデザインは図
表５でも示されるとおり，システム監査人と同様にスキルレベルが高く，ITSS では
レベル４で位置づけられている。セキュリティコンサルも IT コンサルとほぼ同様に
扱われている。
本稿では，IT コンサルやセキュリティコンサルを長年経験し，かつシステム監査
スキルも保有しているＪ氏（60代前半，男性）とＫ氏（50代後半，男性）の二人の事
例を取り上げる。Ｊ氏やＫ氏のようなキャリア形成は比較的多い。キャリアの例を図
表12で，Ｊ氏，Ｋ氏それぞれの詳細情報を図表13および図表14にて示す。なお，J氏
男性／60代前半
北海道／東京都
普通高校卒
IT系企業　顧問（シニアコンサルタント）
ITコンサルティング業務
自己都合：１回，子会社出向：１回，転籍：１回
CISA，情報処理技術者試験（AU） 
1993年
［25年間］＜就職＞大手電機メーカのIT部門（プログラマ， 
SE等IT技術者）
［5年間］＜出向＞IT部門の子会社へ出向（ERPの営業および 
コンサル）
［12年間］＜転籍＞国内SI企業グループ子会社（営業８年，子 
会社経営４年）
［0.5年間］＜転職＞IT系企業　顧問（シニアコンサルタント）
性別／年齢 
出身地／現在地 
最終学歴の区分 
現在の肩書 
現在の主な職務 
転職経験の有無 
主な関連保有資格 
ISACAへの加入時期 
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図表13：Ｊ氏（60代男性）のキャリアに関する基本情報
図表12：ITコンサル・セキュリティコンサルからのキャリアパスの例
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およびＫ氏は図表３の第２世代に該当する。
Ｊ氏は，音響機器等も製造する電機メーカの子会社に事務職で入ったものの，社内
のプログラマ選抜試験に選ばれてプログラマとなり，IT 技術者の道を目指している。
プログラミング等については研修があり，その後プログラマとして仕事をすることに
なる。基本的には図表２の伝統的育成モデルによる育成が実施されているものの，組
織規模が小さいため設計やオペレーション，プログラミングをすべて行っていたとの
ことである。したがって，現実には図表５のプログラマとシステムエンジニア，シス
テム管理の三者の機能をやっていたことになる。その後，組織形態の変更（子会社の
吸収合併等）により IT の仕事から一時的に離れたものの，経験を買われ IT の仕事
に戻り，25年間続けることになる。25歳以降は上流工程が中心で，業務部門を理解し
ていたことなどからそちら側の視点からの業務を多く経験している。
しかし，30代後半ぐらいにシステム運用を担当するプロジェクトに参加することに
なり，それがきっかけでシステム監査スキルを習得することになる。上流工程を担当
した経験のあるＪ氏にとって，下流工程の仕事には知的刺激が乏しいと感じたため12，
何か楽しいことを業務の関連分野で探し始めたとのことである。そこで出会ったのが
セキュリティであり，当時国内ではセキュリティの資格がなかったため，システム監
査の資格を取得することになる。AU 試験および CISA を取得したのが40歳前後であり，
男性／50代後半
京都府／東京都
国立大学大学院 工学部
大学教員（教授職）
研究職（情報セキュリティマネジメント）
自己都合：１回，社内研究所への出向：１回
CISA，中小企業診断士，情報処理技術者試験（複数所持）
1992年 
［９年間］＜就職＞通信系企業直轄の研究所研究員（通信ネッ
トワーク系の管理・開発，システム設計等上流工程を基本とし
たIT技術者）
［11年間］＜異動等＞通信系企業本社業務（一般的なマネジメ
ント業務），研究所や本社における情報セキュリティ業務（セ
キュリティポリシ作成等）
［10年間］＜出向＞通信系企業子会社の研究所上席研究員（IT
コンサル業務，セキュリティコンサル業務，システム監査・セ
キュリティ監査業務，関連する研究）
→特任教員として大学での教育経験あり。
［２年～］＜転職＞文化系大学院　教授職
性別／年齢 
出身地／現在地 
最終学歴の区分 
現在の肩書 
現在の主な職務 
転職経験の有無 
主な関連保有資格 
ISACAへの加入時期 
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図表14：K氏（50代男性）のキャリアに関する基本情報
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一般的なシステム監査人の平均年齢とほぼ同じである。ただし，Ｊ氏はシステム監査
人として仕事をした経験はほとんどなく，その機会もまた意思もなかった。彼が無意
識下に目指したのは IT ガバナンス13であり，そのためにシステム監査スキルを用いた
といえる。その後，海外大手 ERP システムの導入にかかわっている。当該システムは
可監査性（Auditability）の高いシステムであり，時期的に J-SOX 対応等で導入が行わ
れている。システム監査スキルは，これらのコンサル業務に有効であった。営業本部
長や部門の孫会社社長，子会社経営にも携わっている。また，Ｊ氏は非常に外部活動
にも積極的であり，特に ISACA の活動に関してはグローバルな活動を結果的にする
ことができたことにより職務にも生きたと高く評価している。外国語でのコミュニケ
ーションスキルは前回および今回ヒアリングした方々に共通して保有されているもの
である。ただし，その習得方法は個人によって差異がある。Ｉ氏のように資格取得を
有効的に利用する方法やＪ氏のように活動を通じて実践的に身につける方法など，自
身のキャリアやスキル習得のあり方に応じて対応することが求められている。なお，
Ｊ氏は最近転職している。これは，自身のワークキャリアの中での外部活動の比率を
高めるためであるという。本来職務と外部活動のバランスは大変難しく事例で挙げた
人物の多くが困難に直面している。Ｊ氏の事例はその一つの解となりうるであろう。
IT コンサルとしてのＪ氏の事例は，システム監査スキルをそのコンサル活動の中
でうまく使うという点にとどまらず，CIO や CISO といった人材の育成にも役立つと
考えられる。
Ｋ氏は，Ｊ氏とは異なり工学部（および大学院）で制御工学を専攻し。通信系企業
の研究所でパフォーマンスの効果測定など通信ネットワークの監視や制御システム等
に携わった。研究所は当該通信企業の中ではキャリアパスも研修制度も別であり，し
たがって図表２のような人材育成モデルの適用範囲外である。最初からプロジェクト
を与えられ，OJT で行い，上流工程を中心に設計する。９年間は研究所所属として
通信制御関係のシステム企画・開発および評価を経験している。
当該企業のキャリアパスに準じ，30代半ばで本社の課長として経営的なことを学ん
でいる。中小企業診断士の資格を取得したのは，それらの実力を試してみたいという
動機付けではあったものの，診断士としてのコンサル業務はシステム監査実務におい
てもまた中小企業の実態を知るという意味においても有益であった。その後，研究所
でセキュリティへの対応を担当することになる。技術だけでは対応が難しいことから，
マネジメントシステムや監査などの研究を手がけ，CISA 取得や監査分野の学会活動
を進めることになった。さらに所属企業のセキュリティポリシーの作成などマネジメ
ントシステムの構築・運用に携わっている。その後，別の研究所へ出向している。主
に文科系人材のキャリアパスとして用いられる研究所に，理系のＫ氏が異動するのは
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珍しいものの，Ｋ氏の中小企業診断士やシステム監査等で培った文科系スキルが活き
る結果となった。当該研究所で監査業務や上流コンサル業務に従事する中で，技術系
と経営や営業等の橋渡し役を実質的に担っている。また，Ｊ氏と同様にＫ氏も外部活
動に非常に力を入れており，その関係で海外の公的機関のセキュリティ監査や学会で
の論文発表，大学での特任教員などを経験している。一般の会社員が論文執筆や学会
発表をするのはそれなりにハードルが高いが，元々研究所所属のＫ氏にはアイディア
を表現する方法として用いられてきたものである。花田［2010］１にて，内部監査系シ
ステム監査人の多くが自身のキャリアをプロフェッショナルなものとして位置づけた
いにもかかわらず，会社としてはジェネラリストとしての位置付けを要求されること
でコンフリクトが生じていることについて指摘した。この点について，システム監査
人自身が，自身の職務内容を外部からの誘因をもとに客観的かつ体系的に見つめ直し，
外部へ積極的にアウトプットする双方向性を持つことで，自身のキャリアを開発し，
活躍できる場を得て隠れていた能力を開花させ望ましい方向へ位置づけることが可能
であると考える。
Ｋ氏は，自身の業務経験をうまく学問と結びつけ体系化することで，現在のキャリ
アについた人物である。彼と同様のキャリアを持つ研究者が近年増えている。図表３
の第２世代の代表として，これからの第４世代の育成が期待されている。
おわりに～システム監査人のキャリアと育成
以上，システム監査人のキャリアデザインを論ずるために，システム監査スキルを保
有しているシステム監査人ではない人物のキャリアを事例としてとりあげた。先に述べ
たキャリアデザインにおける(Ａ)～(Ｃ)の三つの課題でも明らかなように，システム監査
人を目標型キャリアデザインの枠組みで育成していくことは難しい。今回および以前よ
り当該研究にご協力いただいた多くの人物は，自身のキャリアを“王道ではない”と表
現している。これは，IT 技術者の間に根付いた“キャリアはアップしていくもの”と
いう思想や，目標型キャリアデザインこそが適切なキャリアデザインであるという誤解
に基づく。しかし，実際にはシステム監査人に限らず多くの人材が結果的に節目重視型
キャリアデザインを選択している。IT 技術者やシステム監査人の人材育成において，
スキルを標準化しキャリアパスを明示化することには意義はあるものの，節目重視型キ
ャリアデザインのような立場をとった方がより内的キャリアを充足しやすい。これこそ
が，花田［2008］で述べた“ゆるいキャリアデザインの指向”である。
これまでの研究の中で，システム監査スキルを保有する人材すべてに共通する能力
が存在する。それは，“業務プロセスを俯瞰し，システムの内外に存在するリスクを
見つけだすことができる能力”である。図表１でシステム監査人に関するスキルを整
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理したが，これらのスキルの根底となっているのが上記の能力である。これまでの事
例でも取り上げたＡ氏からＫ氏まで，その他協力いただいた人物は，これらの能力を
それぞれのキャリアの中でさまざまな方法で身につけている。IT 技術者として上流
工程に関与する中で習得したもの，IT コンサル業務等を通じて習得したもの，経理
や営業等非 IT 職務を通じて習得したもの，監査業務の遂行の中で習得したものとい
ろいろである。業務プロセスの俯瞰そのものは他の人材でも能力を保有しているであ
ろう。しかし，そこに用いられているシステムの内外に存在するリスクを明示できる
か否かは，システム監査人には必須である。そして，この能力は現代のような業務プ
ロセスを IT に依存している環境下では，IT ガバナンスの実現に寄与する重要な能力
であるといえる。CIO や CISO といった人材の育成が日本では進んでいないことが問
題視されているが，経営者層が当該能力を身につけることは経営上の課題として必要
であろう。また，開発現場におけるセキュリティ対策として脆弱性を作りこまないシ
ステム開発が求められているが，上記のような能力を保有した人材が開発現場にいる
ことで，不要なインシデントの発生や対応コストを未然に防ぐことが可能である。ま
た，当該能力は結果としてシステムを扱う技術者とそれ以外の業務プロセスの従事者
や経営者との橋渡し的役割を担うことが可能となる。事例で挙げた人物の多くが，翻
訳者としての立ち位置を意識し，そこに内的キャリアの充実を見出している。
したがって，今後システム監査人のキャリアと人材育成を考えていく上で，この能力
をどのように習得させ，企業経営に役立てていくかが鍵となる。能力の習得にはシステ
ムに対する客観的な理解と業務プロセスに対する鳥の目の視点が必要であろう。事例の
人物たちの大多数は，実務経験の中でそれを培ってきたが，今後はこの点をふまえた体
系的な教育制度の拡充が求められる。教育制度による体系的な知識の習得と実務（ある
いは実務に近いケーススタディを利用した学習）を通じた体験によって，当該能力の効
果的な習得が可能であろう。そして，この能力を習得することは自身のキャリアをシス
テム監査人としてのスペシャリストと限定するだけでなく，違うキャリアを選択するこ
とを容易にする。先にあげたキャリアパスの拡充にもつながるはずである。
昨今，情報セキュリティ人材の育成が強く主張されている。しかしながら，こちら
もシステム監査人のキャリアデザインにおける課題と同様のことが発生している。上
記のような必須となるコアの能力を見出し，それを身につけさせるための手法をキャ
リアデザインの枠組みの中で論議していくことが必要であり，次稿への課題としたい。
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（8）拙稿，「システム監査人のキャリアパスと内的キャリアに関する事例研究」，『新島学園短
期大学紀要』第30号，新島学園短期大学，2010年，15-34頁。
注
１　創世期・萌芽期・勃興期の分類方法は吉田［1995］を元にして共通性のあるものを設定し
ている。詳細は，花田［2010］２を参照されたい。吉田［1995］では米国のシステム監査起
源についてまとめられている。年代が米国の方が10年ほど遡るが内容としてはおおよそ同
じである。ただし，勃興期に米国が AICPA や IIA，ISACA など職業団体としてシステム
監査の普及のために対応が行われたのに対し，国内では経済産業省（当時の通産省）を中
心に IT 技術者の一環としてシステム監査人を設定したことが大きく異なる。これは，そ
の後のシステム監査人のキャリアデザインにも大きな影響を及ぼしている。
２　キャリアデザイン（Career Design）という用語は日本での造語である。欧米では Career
Management や Career development としてワークキャリアをどのように構築していくべき
かという概念で用いられる。また，一般的には Design とは芸術分野での Design や設計な
どといったように意図を記号で示すことを指す。本稿では，山口［2008］に基づき，キャ
リアを仕事の経歴を中心としたワークキャリアと人生そのものを含めたライフキャリアの
双方を含めた広い概念として捉え，人生や仕事を自分自身がどう意識化するかという視点
で論ずる。また，それらのキャリアについては外から見える客観的・形式的なキャリアを
指す“外的キャリア”と，内省して認識するような主観的・精神的な自己評価を指す“内
的キャリア”という２つの視点が存在する。本稿で扱うキャリアデザインはこの外的キャ
リア／内的キャリアの双方を含めた視点で論ずる。なお，いわゆる仕事を中心とした経歴
を示すキャリアパスは，本稿では外的ワークキャリアの経路のことである。
３　システム監査基準では，（a-1）について知識は求められているが操作能力までは求められ
ていない。しかし，実質的にはある程度の操作能力がないと監査を遂行できない場合も多
い。また，（a-3）のビジネススキルについては監査基準で述べられていないけれども，こ
れは社会人として保有していないと職務遂行できないため図表1では含めている。
４　システム監査関連資格としては，特に情報処理技術者試験のシステム監査技術者と，米国
に本部があり国際的に認知されている ISACA の CISA（公認情報システム監査人）が周知
されている。その他，JICPA や USCPA などのいわゆる公認会計士資格，IIA が実施して
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いる CIA，中小企業診断士，ISMS 審査員補などがあげられる。
５　詳細は山口［2008］の18-25頁を参照されたい。
６　システム監査人のロールモデルが少ない主な要因に，そもそも企業において内部監査部門
がキャリアパスの終着点として位置づけられていたことが背景としてあげられる。定年前
の最後の部署として配属されることが多かったため，監査部門以後のキャリアパスの形成
は殆どなされてこなかった。システム監査人も平均年齢が50歳前後であった。しかし，J-
SOX 前後からシステム監査人の平均年齢が40歳前後と下がってきたことにより，企業でも
また監査人自身もキャリアパスを考慮しなければならない状況になっている。
７　会計監査人にとってシステム監査は会計監査における IT の監査という位置づけとして創
世期の頃から実施されてきたものである。したがって，公認会計士等の財務諸表監査人に
とってシステム監査人というのはキャリアパスにおける選択肢の一つではある。しかし，
実際に会計士がシステム監査人であるケースは多くはない。
８　情報セキュリティ人材もシステム監査人と同様に IT 技術者の一環として含めるのが一般
的ではあるものの（後述の図表５ではそのように位置づけられている），一方で国策とし
て IT 技術者とは別に情報セキュリティ人材そのものを育成しようとする方向性もあるた
め，図表４では別個の職種として取り扱っている。また，この図はスキルとしての関与の
度合いと領域を示したものであり，監査の独立性を損ねるものではない。
９　Ｇ氏は一般企業に就職し経理業務等を担当した後に会計士資格を取得し，監査法人に勤め
た。一方，H氏は大学在学中に会計士資格を取得し，そのまま監査法人に就職している。
女性という側面からは，Ｇ氏のように男女雇用機会均等法適用以前の人材はワークキャリ
アを形成することが大変困難であったが，会計士資格の取得とその後の監査法人での勤務
はこの形成に有益であったといえる。しかし，それでもなお女性であるがゆえの苦労が軽
減されるものではなく，監査業務において本社へ赴くことができない（女が本社で監査す
るなど失礼にあたる等）などの理不尽な体験もあったとのことである。しかし，このよう
なコンフリクトを解消し女性としてかつ IT に精通した監査人としてのワークキャリアを
形成することができたのも，Ｇ氏の監査人としての高いスキル（それを維持するための努
力を含む）と経験，コミュニケーション能力，キャリアに対するコンピテンシーによるも
のであるといえよう。
10 その背景には，監査法人等での師匠やその後の職務上のパートナーによる影響が強い。Ｇ
氏自身はシステム監査に必要ないわゆる（a）IT 技術者に求められるスキルを，監査法人
等が提供する研修制度（IT 系企業での研修含む）で身につけたとのことである。
11 Ｈ氏は，もともと農学部への進学を希望していたが受験の失敗や家庭の事情によって文系
の中では理系に近い経済学部への進学を決め，さらに会計士をめざした。一方，花田
［2010］２でも触れたようにＤ氏は農学部出身で大学院を中退して会計士を目指す。両者の
類似性は偶然ではあるものの，会計士業務の中で特に IT に係る統制はプロセスを論理的
に検証する必要性があり，理系的素養を持つ人材のほうがより適しているといえよう。
12 これは上流工程と下流工程を比較して，下流工程の業務の方が下位にあるという意味では
ない。Ｊ氏にとっては上流工程の方が業務プロセス全体を見渡せるため職務としての面白
さを感じたという事である。どちらの業務により面白さや充実感を感じるかは，人それぞ
れの価値判断によって決定づけられる事項であろう。
13 現在では，IT ガバナンスに関する資格として ISACA の CGEIT が存在している。内容は，
同じシリーズの CISA にもとづいている。
